
市区町村名 登録者総数 市区町村名 登録者総数

1 新宿区 33,433 51 目黒区 7,413

2 大阪市生野区 29,549 52 大阪市中央区 7,386

3 江戸川区 24,120 53 宇都宮市 7,362

4 足立区 23,135 54 文京区 7,355

5 川口市 21,624 55 太田市 7,258

6 江東区 20,689 56 大阪市東成区 7,164

7 豊島区 20,078 57 神戸市長田区 7,161

8 港区 20,068 58 名古屋市港区 7,102

9 大田区 18,409 59 大阪市西成区 6,899

10 板橋区 17,226 60 磐田市 6,835

11 東大阪市 17,149 61 八尾市 6,757

12 豊橋市 15,819 62 福山市 6,440

13 荒川区 15,753 63 西宮市 6,379

14 世田谷区 15,704 64 岡山市北区 6,182

15 横浜市中区 15,352 65 邑楽郡大泉町 6,150

16 北区 14,950 66 京都市左京区 6,126

17 葛飾区 14,132 67 京都市南区 5,947

18 豊田市 13,998 68 大和市 5,934

19 練馬区 13,195 69 春日井市 5,907

20 台東区 12,674 70 柏市 5,756

21 市川市 12,166 71 可児市 5,683

22 神戸市中央区 12,079 72 千葉市中央区 5,657

23 尼崎市 11,585 73 大阪市東淀川区 5,647

24 船橋市 11,530 74 千葉市美浜区 5,645

25 品川区 11,447 75 大阪市浪速区 5,627

26 中野区 11,343 76 福岡市博多区 5,616

27 松戸市 11,306 77 藤沢市 5,612

28 川崎市川崎区 11,077 78 厚木市 5,581

29 杉並区 10,734 79 京都市右京区 5,518

30 浜松市中区 10,643 80 安城市 5,480

31 伊勢崎市 10,368 81 甲府市 5,452

32 姫路市 10,323 82 豊川市 5,387

33 岡崎市 9,906 83 西尾市 5,385

34 渋谷区 9,821 84 名古屋市中川区 5,367

35 札幌市 9,658 85 大阪市淀川区 5,361

36 墨田区 9,607 86 倉敷市 5,360

37 横浜市鶴見区 9,321 87 富山市 5,288

38 仙台市 9,287 88 大垣市 5,194

39 八王子市 9,085 89 市原市 5,137

40 岐阜市 8,795 90 町田市 5,068

41 京都市伏見区 8,394 91 横浜市港北区 5,061

42 四日市市 8,332 92 富士市 5,054

43 鈴鹿市 8,164 93 神戸市東灘区 5,043

44 津市 8,092 94 小山市 5,037

45 名古屋市中区 7,743 95 中央区 4,984

46 小牧市 7,714 96 仙台市青葉区 4,982

47 横浜市南区 7,620 97 大阪市城東区 4,952

48 福岡市東区 7,533 98 横浜市神奈川区 4,923

49 大阪市平野区 7,496 99 名古屋市南区 4,869

50 つくば市 7,467 100 一宮市 4,866

入国管理局統計　2011年「第８表（別表）　外国人登録者数総数上位１００自治体」より作成。

http://www.e-stat.go.jp/SG1/estat/List.do?lid=000001089591

２０１１年　外国人登録者数総数上位１００自治体



※神奈川県のデータを基に加筆し作成。

国籍数 161カ国

全体 外国人 順位 全国籍 順位 韓国・ その他
人口 比率 （比率） 合　計 （人口） 中国 朝鮮 ﾌｨﾘﾋﾟﾝ ﾌﾞﾗｼﾞﾙ ﾍﾟﾙ- ﾍﾞﾄﾅﾑ 米国 ﾀｲ ｲﾝﾄﾞ 英国 ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ ｽﾘﾗﾝｶ 148カ国

県合計 9,060,257 2.20 199,018 56,096 32,372 18,426 10,257 7,459 6,157 5,033 3,875 3,290 1,671 1,631 1,559 1,412 18,655

横浜市 3,691,240 2.09 6 77,295 1 33,577 14,979 6,777 2,880 1,480 1,884 2,386 1,465 1,433 907 777 333 377 8,040

 鶴見区 274,415 3.51 9,630 3,306 1,801 1,057 1,255 496 112 132 125 214 47 69 2 39 975

 神奈川区 232,943 2.11 4,912 2,259 1,115 386 80 32 72 174 54 63 40 42 11 45 539

 西区 95,986 3.76 3,606 1,796 676 192 23 45 11 128 70 43 100 44 8 470

 中区 145,863 10.60 15,467 8,987 2,515 731 118 40 25 695 293 317 326 43 22 7 1,348

 南区 195,192 3.93 7,671 3,656 1,764 1,048 23 64 41 103 245 113 41 81 1 23 468

 港南区 220,128 0.98 2,152 837 568 227 57 17 40 71 64 29 21 23 2 14 182

 保土ヶ谷区 205,610 2.06 4,236 2,201 774 404 32 6 74 77 49 112 27 44 6 18 412

 旭区 250,310 0.86 2,151 825 489 273 24 32 58 51 62 3 22 12 55 19 226

 磯子区 162,139 2.03 3,289 1,477 654 287 271 136 14 89 57 33 25 19 3 13 211

 金沢区 207,795 1.19 2,477 720 450 209 160 342 75 91 59 15 17 96 1 2 240

 港北区 332,365 1.54 5,129 1,556 1,227 495 125 35 87 262 94 78 81 101 3 67 918

 緑区 177,569 1.34 2,378 874 388 288 231 42 44 45 44 117 15 47 5 18 220

 青葉区 306,042 1.08 3,314 1,136 782 202 55 36 16 192 65 45 70 60 4 15 636

 都筑区 204,619 1.29 2,641 569 575 295 161 27 66 86 38 128 24 24 6 51 591

 戸塚区 273,908 1.17 3,197 1,473 572 281 166 60 127 87 45 95 19 32 5 3 232

 栄区 124,612 0.84 1,045 401 247 105 21 7 74 42 28 9 16 4 3 4 84

 泉区 155,446 1.65 2,570 1,046 176 139 42 29 746 36 37 6 11 9 137 6 150

 瀬谷区 126,298 1.13 1,430 458 206 158 36 34 202 25 36 13 5 27 67 25 138

川崎市 1,431,409 2.17 5 31,125 2 10,349 8,757 3,870 964 541 648 748 539 1,038 297 288 34 203 2,849

 川崎区 216,662 5.32 11,529

 幸区 155,002 2.36 3,662

 中原区 219,393 1.66 3,650

 高津区 235,112 1.81 4,263

 多摩区 213,335 1.65 3,519

 宮前区 220,714 1.20 2,648

 麻生区 171,191 1.08 1,854

相模原市 719,791 1.46 11 10,483 3 3,434 1,996 1,580 337 268 277 282 296 133 71 106 309 54 1,340

 緑区 177,143

 中央区 267,394

 南区 275,254

外国人登録者市(区)町村別主要国籍(出身地)別人員調査表（２０１１（平成２３）年１２月３１日現在）

横須賀市 415,461 1.13 18 4,715 7 792 969 1,234 240 352 109 403 102 12 27 56 11 13 395

平塚市 260,149 1.72 9 4,468 8 710 460 683 921 221 190 57 96 20 13 48 258 10 781

鎌倉市 174,186 0.71 26 1,245 17 237 346 84 12 11 18 150 43 13 60 13 7 251

藤沢市 414,530 1.36 14 5,646 5 989 914 428 709 728 313 198 186 35 73 73 49 211 740

小田原市 197,431 0.95 19 1,866 14 482 363 439 191 55 51 42 48 15 17 20 2 7 134

茅ヶ崎市 236,274 0.64 27 1,511 15 374 337 223 88 29 34 89 41 15 53 30 3 6 189

逗子市 58,334 0.77 23 452 19 55 121 49 6 2 2 86 12 12 21 2 1 83

三浦市 47,695 0.53 30 253 22 65 51 51 12 29 13 4 1 1 26

秦野市 170,085 1.92 7 3,273 9 571 228 133 659 441 325 36 88 14 13 19 92 7 647

厚木市 224,330 2.48 4 5,555 6 1,052 544 545 518 809 777 62 159 169 8 19 92 73 728

大和市 230,305 2.62 3 6,030 4 1,196 973 778 380 907 495 102 188 42 18 36 175 89 651

伊勢原市 101,139 1.42 12 1,437 16 341 113 188 168 80 232 15 24 56 5 9 21 1 184

海老名市 128,122 1.69 10 2,169 13 391 271 203 174 119 155 61 112 207 27 15 10 106 318

座間市 129,525 1.91 8 2,474 11 537 340 386 182 136 120 102 91 30 16 33 17 110 374

南足柄市 43,909 0.79 22 347 20 141 53 42 54 3 3 8 6 3 1 1 32

綾瀬市 83,426 3.52 2 2,937 10 246 182 241 771 252 384 51 186 14 2 23 73 99 413

葉山町 32,876 0.72 25 236 23 22 40 19 3 1 59 8 1 22 3 1 57

寒川町 47,509 1.36 13 648 18 93 56 64 126 52 86 9 24 4 1 32 17 84

大磯町 32,935 0.44 32 145 26 29 30 24 2 18 8 4 2 1 27

二宮町 29,345 0.59 28 173 24 31 19 28 27 24 8 4 6 2 24

中井町 9,944 1.18 17 117 28 13 7 13 33 38 1 2 10

大井町 17,619 0.36 33 64 31 34 9 7 6 2 2 2 2

松田町 11,674 0.55 29 64 30 9 14 15 9 1 3 1 1 11

山北町 11,495 0.50 31 57 32 22 6 12 6 2 9

開成町 16,411 0.76 24 124 27 33 14 16 38 14 2 2 1 1 3

箱根町 13,528 1.24 15 168 25 41 35 23 28 3 2 7 1 6 4 3 1 14

真鶴町 8,024 0.83 20 67 29 34 11 12 2 3 1 4

湯河原町 26,607 1.24 16 329 21 48 92 62 9 75 2 6 7 4 1 2 1 1 19

愛川町 41,601 5.75 1 2,393 12 144 41 193 692 815 44 5 111 11 1 18 75 18 225

清川村 3,348 0.81 21 27 33 4 1 4 16 1 1

大和市の位置づけ
総人口 ８位 中国 ４位 タイ ４位
外国人比率 ３位 韓国・朝鮮 ４位 インド ７位
外国人人口 ４位 フィリピン ５位 イギリス １１位

ブラジル ９位 インドネシア ７位
ペルー ２位 カンボジア ４位
ベトナム ４位 スリランカ ７位
米国 ７位 その他 ７位

神奈川県県民局くらし文化部国際課調べ

人口における外国人登録人口の比率は国が1.63%、

神奈川県が1.85%に対して大和市は2.62%で、外国人

の比率が高い。人口が横浜市の1/16、川崎市の1/7で

あることを考えると外国人の絶対数も多い。



災害時のより円滑な外国人住民対応に向けて 
－平成24年 総務省 多文化共生の推進に関する研究会 報告書概要－ 

－東日本大震災等の 
 外国人住民への対応の検証から－ 
 

現状と課題 提言 

１ 外国人住民の実態把握 
   
▶   市区町村等が、外国人住民の 
 地域での居住状況等について、 
 外国人コミュニティや関係団体との 
 ネットワークを活用し、日頃から 
 その把握に努めることが不可欠 

２ 中核的な人材育成と活用 
 

○ 専門的な人材育成と活用 
▶   地域における多文化共生を支える 
 専門的な人材やボランティアの育成、 
 確保をさらに進めるとともに、地域間 
 での派遣、融通を検討することが 
 重要 

○ ともに活動する外国人住民 
 

▶   支援する側としての外国人住民の潜在的対応力を 
 引き出すことが大切であり、そのためには、とくに 
 外国人コミュニティのキーパーソン 
 との継続的関係をもつ取組が大切 
▶   また、地域の大学等との連携に 
 よる支援活動等への留学生の参加 
 も有効 
 

○ 市区町村における 
 外国人住民、関係団体 
 との連携強化 
 

▶   外国人住民との総合的 
 窓口機能を担う市区町村は, 
 様々な分野の中間的支援 
 組織（地域国際化協会、 
 社会福祉関係機関、NPO 
 等）と多角的に連携し、 
 災害時の外国人住民対応 
 に備えることが必要 
▶   自治体内においては、 
    平常時より国際担当部局と 
    防災担当部局の連携を図る 
    ことが必要 
 

○ 都道府県における関係 
 団体との連携強化による 
 市区町村支援 
 

▶   都道府県として、市区町村の 
 取組実態を把握・分析し、必要 
 に応じて周知啓発を図りつつ、 
 市区町村への支援を促進すること 
 が必要 
▶   専門的な人材の育成、人的 
 相互援助や災害情報等の翻訳・ 
 通訳事務など、小規模市区町村 
 では対応困難な事務については、 
 都道府県が関係団体との連携等 
 により、支援体制を確保することが 
 必要 
 

▶   災害時の人的相互支援などについて 
 地域国際化協会を活用し、まずは地域 
 ブロック内での連携を図り、大規模災害 
 に備え、さらに広域的にブロック間での 
  連携を推進することが重要 
▶   自治体国際化協会においては、全国の 
 地域国際化協会に対し、災害時に各地域 
 に設置される災害多言語支援センターの 
 立ち上げ運営等への後方支援のほか、 
 ブロック間広域連携協定のテンプレートの 
 提供等により支援を行うことが必要 
▶   また、災害時の自治体等の活動を支援 
 するため、災害多言語支援センターの 
 設置運営ガイドラインや避難所等で用いる 
 支援ツールなどを引き続き整備することが 
 必要 

４ 多言語情報提供の充実とわかりやすい日本語の活用 
 
▶   ボランティアに加え、地域の大学等の専門家をコアにした翻訳・通訳の体制 
 を確保することが必要 
▶   災害時の多言語対応の限界を踏まえ、外国人住民への情報発信についても、 
 多くの外国人住民が理解する「わかりやすい日本語」を活用していくことが有効 
▶   また、外国人住民に伝わる情報伝達手法として外国人コミュニティ等への 
 電話・訪問等による情報提供や外国人住民に認知されている媒体の活用が 
 有効 
▶   国の災害関連情報も、国の責任で速やかに多言語提供できる仕組みを検討 
 することが必要 

５ 日常的な取組の重要性 
 

▶   外国人住民が災害時に適切な対応を自らとれるよう、 
 外国人住民の防災学習への支援をきめ細かく行うことで 
 啓発を図ることが必要 
▶   また、防災訓練への外国人住民 
 の参加を促し、外国人住民を想定 
 した避難所の運営や災害多言語 
 支援センターの設置を含めたより 
 実践的な防災訓練の実施が極めて 
 重要 
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３ 関係者間の連携 
○ 都道府県域を超える連携の取組推進 

①外国人住民の情報把握に課題 
 災害時の外国人住民対応に際して、 
必要となる外国人住民の情報など実態
の把握が不十分 

②多文化共生を担う人材の  
   育成・活用に課題 
 災害時の多言語対応を含め、平常
時から多文化共生の役割を担う、専門
的な人材の育成や外国人キーパーソン
の活用等が不十分 

③地域内での連携に課題 
 地域国際化協会やNPOなど地域内の
様々な主体との間で、災害時の外国人
住民対応にかかる連携が不十分 

⑤情報の多言語化体制等に課題 
 制度的情報や専門情報の多言語化、
少数言語への翻訳などが困難。 
  わかりすい日本語の利用も不十分 

④県域及びさらに広域での連携に 
     課題 
 市区町村において、単独で災害時に 
きめ細かい外国人住民対応を行うこと
には限界があるが、その支援体制は 
確立されていない。 
 大規模災害を考えると、都道府県域
を超える広域的な連携が不十分 

⑥情報の確実な伝達に課題 
 情報を多言語化して発信・提供して
も、その情報を必要とするエンドユー
ザまで、必ず届いているとは限らない 

⑦平常時からの外国人住民の 
   地域へのかかわりに課題 
 外国人住民の平常時からの地域活動
等の参画や災害に対する理解が不十分 



地域の災害時の対応と災害に備えた取り組み 

 「東北地方太平洋沖地震多言語支援センターの取り組み」 
 
阪神・淡路大震災、新潟県中越・

中越沖地震での活動経験から、
NPO法人多文化共生マネージャー
全国協議会が、東日本大震災発生
時には即日「東北地方太平洋沖地
震多言語支援センター」を被災地
外の全国市町村国際文化研修所
に設置。 

災害関連情報の発信については、WEBサイト等を通じて日本語と外国語９言
語により行ったところ、47,072件のアクセスがあった。電話による相談では、多
言語ホットラインという、日本語と外国語５言語での対応を行い、放射能や支援
希望などについて133件の相談があった。また、茨城県や宮城県といった被災
地の国際交流協会等へ災害多言語支援センターの立ち上げ支援等のスタッ
フ派遣を行った。 これらの活動は平成２３年３月１１日から４月３０日まで続けら
れ、運営スタッフは延べ４５６人に上った。 

長岡市「新潟県中越・中越沖地震の経験を生かした 
バックアップセンター」 

 
 長岡市では新潟県中越・中越沖地震での教訓を生かし、市と社会福祉協議会と
NPOの３者で相互協定を締結。東日本大震災の際には社会福祉協議会のボラン
ティアセンターを中心とし、その周囲に子育て、介護などのほか外国人支援の専門
性を持ったNPO等を配したバックアップセンターを立ち上げ、平成23年６月末までに
延べ約四千名のボランティアをマネジメントした。 
 バックアップセンターに配された専門家団体がお互い連携することでスムーズに機
能した。例えば外国人の母親からおむつのSOSが来た時に、外国人支援の団体の
みでの対応だと、おむつを集めて送るので時間がかかるが、子育てのNPOに相談し
たところ、あるものでできる代替のやり方を教えてくれるなど、協力して対応できた。 
社会福祉協議会が立ち上げる通常のボランティアセンターだけでは不十分な専門性
をバックアップセンター方式によって補い、多言語支援もその一部として連携できた。 

「多文化共生推進人材の育成と活用」 
 

 平成18年3月に「多文化共生推進プラン」が総務省より発表されたことを受け、地域で多文化共生を体系的にマネジメントできる人材を育成する
ことを目的として、同年5月より、全国の地方自治体、地域国際化協会・国際交流協会、国際関連NPO等の職員を対象に、クレアとJIAMが共催で
多文化共生に関する専門家を養成する講座を開講。講座の修了生をクレアが「多文化共生マネージャー」として認定している。多文化共生マ
ネージャーは外国人住民に関わる諸制度や諸課題について理解し、関係機関・部局等とのコーディネート及び企画・立案を行うことが期待される。
災害時には培ったネットワークを生かした外国人住民支援などが期待されており、東日本大震災の際には各地の多文化共生マネージャーが各
種支援活動に従事した。 
 また、多文化共生マネージャーの修了者を対象とした、「スキルアップ講座」が行われており、多文化共生を取り巻く最新事情の共有や各マ
ネージャーの実践事例発表や各地域の課題等についての意見交換等が行われ、個々のスキルアップも図られている。 
 さらに、クレアにおいては、多文化共生や国際協力分野で専門的な知識や経験を有する有識者などを「地域国際化推進アドバイザー」として登
録し、国際化協会などの要望に応じ、多文化共生または国際協力推進のための研修会や講演会などへ派遣している。具体的には災害時に外
国人支援を行う人材の養成講座における講演に加え、避難所宿泊訓練の中で、避難所巡回の際の外国人避難者に対する情報提供やニーズ把
握の方法等を指導等をしている。 

「中国・四国ブロックで行われた実践的防災訓練」  
 クレアの多文化共生担い手連携事業として、全国を数ブロックに分けて教育や災
害支援等のテーマを設定し、会議等を開催している。  
 平成23年度は7ブロック中5ブロックで災害関係のテーマが扱われ、東日本大震
災時の取り組みを振り返る事例発表が行われたほか、中国・四国ブロックでは外国
人住民を含めることを想定した避難所づくり、災害多言語支援センター設置・運営
訓練やその一環としての避難所巡回など、外国人住民も参加しての実践的な防災
訓練が行われた。自治体、地域国際化協会やNPO・国際交流団体の職員などが
参加し、一般住民も参加しての災害時外国人サポーター育成にも活用された。  

静岡県「地震防災ガイドブック「やさしい日本語」版」 
 

 静岡県においては、東日本大震災においては多言語での情報を発信したものの、
実際直接被災したときに同様の対応をするのは困難ではないかとの懸念があった。
また、防災訓練に参加する外国人が少なく、災害に対する備えを外国人住民の間
に浸透させることを課題と認識していた。 
 そこで、日本語を学ぶ外国人に着目し、日本語を学びながら防災知識を習得でき
る「地震防災ガイドブック「やさしい日本語」版」を作成した。 
 これは地震の前に準備しておくべきことや、地震が起きた時にとるべき対応などを、
分かりやすい日本語で簡潔にまとめたものである。 
 日本語教室での教材として活用するほか、自治体や自主防災組織に配布し、日
本人による活用も期待している。  

大泉町「文化の通訳事業、外国人ボランティアチームによる 
被災地支援・防災を軸とした協働のまちづくり」 

 

外国人の日本滞在が長期化している今日、
大泉町では外国人住民を「いつかは帰るお
客様」ではなく「共に地域に暮らす生活者」
ととらえ、それぞれの母語で日本の習慣や
制度、マナーなどを伝えることのできる「文
化の通訳登録事業」を実施。「習字と日本の
マナー講座」「日本料理の基礎とゴミの分別
講座」など、楽しみながら日本のマナーや制
度等について学べる講座を実施している。 

東日本大震災では、ブラジル人コミュニティの中から被災地支援の声が上がり、救
援物資や義援金の協力のほか、東北への炊き出し支援事業にも積極的な参加が
あった。それらの機運の高まりを一過性のものにしないため、大泉町では日頃から
情報交換をして、行政と顔の見える関係を築いているブラジル人を中心にボラン
ティアチームを結成、町が活動支援を行っている。  

仙台国際交流協会「東日本大震災時における 
仙台市災害多言語支援センターの取り組み」 

 
財団法人仙台国際交流協会では平成23年3

月11日の東日本大震災発生以降、仙台市が仙
台国際センター内に設置した仙台市災害多言
語支援センターを運営し、外国人留学生を含む
市民ボランティアや関係機関からの協力を得て、
多言語による情報発信と電話での相談対応、避
難所の巡回、大使館やメディアへの対応などの
活動を行った。 

発災３日目に電気が復旧するまでは、暖房もなく、使えるパソコンも少ない状況で、
初めの6日間は24時間活動していた。 
情報発信は主に仙台市、他関係機関や地元の新聞から出てくる情報を翻訳してイン

ターネット、ラジオ、避難所巡回の中で発信していった。仙台市における災害多言語
支援センターの役割があらかじめ決まっていたので、毎日ファックスで送られてくる対
策本部の情報から、外国人被災者に必要な情報を選択して翻訳していった。  
情報の翻訳については、当日使う情報などは自らが行い、量の多いものや時間がか

かっても正確性が問われる情報などについては大学やNPOなど遠隔地の様々な団体
に、翻訳作業を分散させて協力を求めた。また、クレアの協力のもと他の国際交流協
会などから職員の派遣を受け、通訳が不足している言語の通訳や、増大した事務の
処理の支援を受けた。 

 東京外国語大学「東日本大震災時の災害情報支援活動」 
 

東京外国語大学では、外国語大学な
らではの社会貢献を行うため、教職員
や大学院生等の言語ボランティアの活
動を推進し、登録してもらっている。また、
多言語・多文化社会専門人材養成講
座を開講し、自治体や国際交流協会等
の職員などを対象とした多文化社会
コーディネータおよび外国人相談活動
等の経験者を対象としたコミュニティ通
訳者の養成を行っている。 

東日本大震災発生時には、即日翻訳チームを立ち上げ、災害情報の翻訳を
行い２２言語による「多言語災害情報支援サイト」を立ち上げた。言語ボランティ
アやコミュニティ通訳に加え、海外に居住している東京外大ＯＢ、ＯＧ、ネイティ
ブの参加により正確性と迅速性を確保した。 
当初は仙台市の災害情報、その後に放射線被曝に関する基礎知識、入国管

理局から出されるお知らせの翻訳、日弁連の電話法律相談チラシの翻訳およ
びトリオフォンによる通訳を行った。また、海外居住者がインターネットを活用し
て参加することにより、計画停電などで日本において作業が滞る時にも海外で
翻訳を進めてもらうなど役割分担ができた。  
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